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要旨：
　本研究の目的は，保育者がもつ多様な子ども理解の視点を探索・整理し，
子ども理解のどの側面が保育ストレスと関連するかを調査することである．
研究₁では，66名の保育者から得た質問紙の自由記述を分析した．その結
果，子ども理解の視点として₉カテゴリーが見出された．研究₂では，73
名の保育者に，各カテゴリーの重要度・実現度を尋ね，保育ストレス評定
尺度に回答してもらった．その結果，どのカテゴリーも重要だが，その主
観的実現度は低い傾向にあり，特に発達的視点や，他者との関わり方といっ
た視点の実現度の低さがストレスと関連していた．作業療法士は，保育者
の子ども理解の視点を考慮した上で連携・協働に当たる必要があろう．

キーワード：子ども理解の視点，保育ストレス，作業療法士の視点

研究

や表情から，思いや考えなどを理解しかつ受け止
め，その幼児のよさや可能性を理解しようとする
こと」を指す．佐藤ら₄）は，子どもの内面への
共感性と，子どもの行為から心情等を理解するこ
とが子ども理解に当たると述べている．これらの
定義では，子どもの気持ちや意図等の内面への眼
差しが強調されている．
　子どもの内面への共感的理解を基軸としつつ，
子ども理解を構成する他の側面に言及した報告も
多い．例えば，相浦₂）は，発達段階を把握した上
で子どもの発達を捉え，それをもとに一人一人の
個性や思い，考え等を理解することが重要だと指
摘している．上山ら₅）は，子どもの姿を捉える知
識をもち，子どもとの関わりを通して理解の枠組
みを変化させていくことが子ども理解の中核であ

はじめに
　「幼児を理解することが保育の出発点である」
₁）と言われるように，子ども理解は保育の根幹を
なすものであり，関連報告は多数存在する₂）-₆）．子
ども理解には多様な側面が含まれるため，この用
語の統一的定義はなく，個々の研究でそれぞれに
定義づけられている．例えば，『幼児理解に基づ
いた評価』₁）によれば，子ども理解とは「一人
一人の幼児と直接に触れ合いながら，幼児の言動
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ると論じている．椛島₆）は，保育における子ど
も理解を「臨床的理解」と「教育的理解」に分類
し，前者は一人ひとりの子どもを受容的に受け止
め共感的に理解すること，後者はその上に成り立
つ，子ども本来の姿を引き出し，育つ力を援助す
るための視点を有することだと述べている．子ど
も理解には内面理解に留まらず，発達的視点や，
保育者自身の成長・変容といった要素が包含され
ている．
　子ども理解は多面的であるため，日々子どもた
ちと接している保育者が子ども理解をどのように
解釈・実践しているかの在り方も多様であろう．
現場の保育者視点で，子ども理解を構成する各側
面を整理・提示することは，実践現場における保
育者の子ども理解の難しさについての実態把握に
役立つと考えられる．
　実際に，子ども理解に関する知識や技術は，養
成課程や卒後の研修を通して涵養されるが，実践
での子ども理解は難しく，多くの保育者は悩みや
困難を抱えている₇）－11）．黒木ら11）は，その原因
の一つは集団と個のバランスを満たすことの難し
さだとし，「個々での丁寧な関わりとクラス全員
をみる必要性での難しさを感じていた」と述べて
いる．他にも，子ども理解の実践が難しい原因と
して，内面理解が保育者の主観や経験に依拠し，
的確な理解が難しいこと，発達段階の教科書的知
識と目の前の子どもの発達を的確に捉えることと
の乖離，といった事柄が挙げられる．このような
観点からも，現場レベルでの子ども理解の在り様
を類型化し，その中のどの側面が実践の難しさと
結びついているのかを解明することは重要といえ
る．
　さらに，子ども理解の困難さは保育ストレスに
も関連する．松村12）は，保育ストレスの要因と
して，「子どもへの対応」「知識と現場のギャップ」
等を挙げている．また，近年は発達障害の傾向が
ある子どもの理解と対応が保育ストレスに関連す
るとの報告も増えている．木曽13）は，未診断の

発達障害傾向児数と保育者のバーンアウトの高さ
には関連が見られると報告している．
　これらの先行研究は，保育ストレスに関する実
態把握を行う上で非常に有益である．しかし，多
面的な子ども理解のどの側面が，特に保育ストレ
スと関連するのかを詳細に検討した研究はない．
子ども理解を構成する各側面のうち，保育ストレ
スに関連する特定の側面を明らかにできれば，そ
の点に特化して他職種との連携強化を図ること
で，保育ストレスの軽減を達成できるかもしれな
い．例えば，大久保14）は作業療法士との連携によっ
て保育者の子ども理解・対応に変化が見られたと
述べている．
　本研究では，①現場の保育者にとって，子ども
理解はどのような下位分類から構成されている
か，②子ども理解のどの側面が，実践における難
しさ，ひいては保育ストレスに関連するのか，の
₂点を明らかにすることを目指す．そのために，
保育者がどのような視点で子ども理解をしている
のかについて探索的調査・整理を行い（研究１），
さらに，その中のどの側面の実践の難しさが保育
ストレスと関連しているのかを調査する（研究
₂）．保育者がどのような視点で子ども理解をし
ているか，また子ども理解のどの視点が保育スト
レスと関連しているかを明らかにすることで，保
育所等訪問支援等の場面で作業療法士が保育者と
連携・協働する際に，保育者をより深く理解し，
その上で焦点化すべき点を見定めるための有用な
足掛かりが得られると考える．

方　法・結　果
研究₁�　保育者が子ども理解するときの視点

の探索・整理
₁．対　象

　2019年₆月にN県で実施された「乳幼児期の感
覚統合遊びセミナー」に参加した保育者のうち，
質問紙に回答した65名を対象とした（有効回答
率58%）．対象者の職種内訳は，保育士34名，幼
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稚園教諭15名，保育教諭15名，保育士かつ幼稚園
教諭₁名だった．年代内訳は，20代29名，30代15
名，40代₈名，50代以上13名であり，女性が64名
だった．質問紙への回答は，個人が特定されない
よう匿名化した上で，保育に関する研究資料とし
て活用されることを書面・口頭にて質問紙配布時
に説明した．これに同意する場合にのみ回答する
よう強調し，倫理的配慮とした．

₂．手続き

　セミナー終了時に，紙面またはwebフォームか
ら質問紙に回答してもらった．現場の保育者が子
どもを理解するときにどのような視点をもってい
るのかを探索するために，「『子ども理解』のため
に，あなたがこれまで重要視してきたのはどのよ
うなことですか．いくつか挙げてください．」と
いう質問項目（自由記述）を分析対象とした．

₃．分　析

　KJ法�15）を参考にしながら，類似する記述同士
をグループ化し，記述を階層的に類型化した．グ
ループにはカテゴリー名を付した．一つの記述は
一つのグループにのみ属することを原則とした
が，内容が多岐にわたる場合には，複数グループ
への重複所属を許容した．分類及びカテゴリー名
の付与は，保育者（第₁著者）と作業療法士・公
認心理師（第₃著者）の₂名で協議を重ねつつ，
先行研究に照らして進めた．最終的に得られたカ
テゴリーを「子ども理解の視点」とした．

₄．結　果

　得られた回答は合計209件（₁人あたり平均3.2
件，SD1.1）だった．自由記述を分類・整理した
結果，「その他」を除いて₉種のカテゴリーが得
られた（表₁）．

 
 

表１ 「子ども理解の視点」の分類 

カテゴリー名
 

概  要
 

件数（重複有）

 

 

A 子どもの気持ちや意図を
理解する 

子どもの好きなことややりたいこと，困っていることや苦手
なことといった内面を理解したり，子どもの視点に立ったり，
子どもの気持ちに寄り添ったりすること． 

70 
（33%） 

B 保育者側の工夫やスキ
ルアップを行う 

声かけなど子どもへのかかわり方や，遊びなどの活動設定の
仕方を工夫したり，保育者自身が知識の獲得やスキルの向上
を図ったりすること． 

48 
（23%） 

C 子どもの特性一般を知
る 

子どもの特性や性格の一般的な傾向を知ろうとしたり，観察
によって子どもの全体像を理解しようとしたりすること． 

22 
（11%） 

D 保護者・職員と協同する 保護者や他の職員，他園との連携をはかろうとしたり，情報収
集しようとしたりすること． 

21 
（10%） 

E 個別性を尊重する ひとりひとりの違いに合わせた関わりをしようとすること． 18 
（９%） 

F 発達的視点をもつ 子どもの発達・成長の段階を見極めたり，成育歴の情報を集め
たりすること． 

18 
（９%） 

G 他者や集団との関わり
方を理解する 

子どもの他児や大人との関わり方，集団への入り方の特徴に
ついて知ろうとすること． 

16 
（８%） 

H 主体性を尊重する 子どもの主体性を重視したり，主体性を引き出したりするこ
と． 

10 
（５%） 

I 行動の背景や理由を探る 行動の背景にある意図や要因について深く理解しようとする
こと． 

９ 
（4%） 

J その他 - ８ 
（４%） 

パーセンテージは，全回答 209 件に占める割合を示す． 
  

表₁　「子ども理解の視点」の分類
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研究₂�　「子ども理解の視点」と実践の困難
さ及び保育ストレスとの関連

₁．対　象

　2020年₁月にＮ県にて実施された「乳幼児期の
感覚統合遊びセミナー」に参加した保育者の内，
質問紙に回答した73名を対象とした（有効回答率
75%）．対象者の職種内訳は，保育士51名，幼稚
園教諭11名，保育教諭10名，幼稚園講師₁名だっ
た．年代内訳は，20代23名，30代12名，40代20
名，50代以上15名，60代₃名であり，女性が69名
を占めた．質問紙への回答に際しては，研究₁と
同様の倫理的配慮を行った．

₂．手続き

　セミナー終了時に，紙面にて質問紙に記入して
もらった．研究₁で得られた「子ども理解の視点」
の₉種のカテゴリー名及び概要を示し，「子ども
を理解するための視点について，以下の項目はど
のくらい重要だと思いますか」という質問に₆件
法で回答してもらった（₁：全く重要でない，
₆：非常に重要だ）．これを「重要度」とした．
同様に，「子どもを理解するための視点について，
以下の項目（重要度と同じ項目）をあなたはどの
くらい実践できていると思いますか」という質問
にも₆件法で回答してもらい（₁：全く実践でき
ていない，₆：非常に良く実践できている），こ
れを「実現度」とした．
　加えて，保育ストレス評定尺度16）にも回答し
てもらった．保育ストレス評定尺度は，29項目か
らなる質問紙であり，ストレスの度合を₅件法で
回答する（₁：ストレス最小，₅：ストレス最
大）．下位尺度には，「子ども対応・理解のストレ
ス」（10項目），「職場人間関係のストレス」（₆項
目），「保護者対応のストレス」（₅項目），「時間
の欠如によるストレス」（₄項目），「給料待遇の
ストレス」（₂項目），「保育所方針とのズレによ
るストレス」（₂項目）の₆つがあり，信頼性・
妥当性が調べられている．本研究では，子ども理

解の視点に関連する保育ストレスを調べる目的か
ら，ストレス評定尺度の総得点ではなく，「子ど
も対応・理解のストレス」の小計得点に分析対象
を絞った．

₃．分　析

　得られた回答の内，欠測値（全データの0.24%）
には中央値を代入し補間した．「子ども理解の視
点」の重要度及び実現度のギャップをWilcoxon
の符号付順位検定によって分析した．さらに，実
現度の合計値と，「子ども対応・理解のストレス」
の小計得点との順位相関を調べた．次いで，「子
ども理解の視点」の各カテゴリーの実現度と，「子
ども対応・理解のストレス」の小計得点との順位
相関を調べた．順位相関にはSpearmanの順位相
関係数を使用し，有意水準は₅%未満とした．

₄．結　果

「子ども理解の視点」の重要度と実現度

　重要度の中央値は全カテゴリーで₆と高い値を
示した．一方，実現度の中央値は全カテゴリーで
₄だった．Wilcoxonの符号付順位検定の結果，
全カテゴリーで実現度は重要度よりも有意に低い
値を示した（図₁）．

「子ども理解の視点」の実現度と保育ストレス

　対象者ごとに実現度の合計値を算出した．中央
値は36，四分位範囲は8.5（32～40.5）だった．ま
た，「子ども対応・理解のストレス」の小計得点
の中央値は32，四分位範囲は10（27～37）だった．
これの変数間には，有意な負の相関があり（ρ
=-0.299，p=0.010），実現度が低いほど，保育ス
トレスが高いという傾向が見られた（図₂）．
　次に，「子ども理解の視点」の各カテゴリーの
実現度と，「子ども対応・理解のストレス」の小
計得点との順位相関を調べたところ，「発達的視
点をもつ」「他者や集団との関わり方を理解する」
の₂カテゴリーで有意な負の相関があった（表
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₂）．つまり，これらのカテゴリーの実現度が低い
ほど，保育ストレスが高いという傾向が見られた．

 
 

 
図１ 「子ども理解の視点」の重要度と実現度 

A～I のカテゴリーは表１に対応している：A） 子どもの気持ちや意図を理解する，B） 保育者側の工

夫やスキルアップを行う，C） 子どもの特性一般を知る，D） 保護者・職員と協同する，E） 個別性

を尊重する，F） 発達的視点をもつ，G） 他者や集団との関わり方を理解する，H） 主体性を尊重す

る，I） 行動の背景や理由を探る．*** p<0.001 
  

図₁「子ども理解の視点」の重要度と実現度

図₂「子ども理解の視点」の実現度と「子ども対応・理解のストレス」との関連　　* p<0.05
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考　察
子ども理解を構成する下位分類
　研究₁より，保育者が子どもを理解するときの
視点として₉種のカテゴリーが見出された．これ
は，子ども理解が多面的であり，現場の保育者は
様々な観点から目の前の子どもを理解しようとし
ていることを示唆する．
　最も件数が多かったのは「子どもの気持ちや意
図を理解する」だった．これは，多くの先行研究
が子どもの内面に対する共感的理解を重視するこ
とと一致する₁）₂）₄）-₆）．鯨岡17）は「保育の質」を
捉えるポイントは，子どもの行動の背後で動く子
どもの心の動きを保育者がいかに受け止め，いか
に対応するかであるとし，行動の意味の理解を子
どもの内面から読み解くことの重要性を指摘して
いる．次いで「保育者側の工夫やスキルアップを
行う」が多かった．子ども理解の力点を，子ども
を見つめる保育者側の力量に置くことは，保育者
自身が子ども理解の枠組みを変容させていくこと
の重要性を述べた上山ら₅）や，子どもの力を引き
出すことを子ども理解の中に含めた椛島₆）の議論
と一致する．₃番目は「子どもの特性一般を知る」

が多かった・保育者は，児童原簿，保育記録，保
育用紙等，年齢ごとの発達段階が書かれたチェッ
クリストを用いて子どもの特性を捉えることが多
い（大阪府保育協議会「保育用紙」参照）18）．また
SDQ（Strengths�and�Difficulties�Questionnaire）19）

や「気になる子どもの行動チェックリスト」20）等
を用いて子ども理解を試みる場合がある．これら
既存の子ども理解の枠組みが，回答件数の多さに
反映された可能性が考えられる．

「子ども理解の視点」における重要度と実現度の

乖離

　研究₂より，「子ども理解の視点」について，
どのカテゴリーも現場の保育者にとって重要な視
点であることが明らかとなった．しかし，高い重
要度に比して実現度は低い傾向にあった．これは，
保育者が，果たして自分は適切に子ども理解がで
きているのだろうかと不安に感じることに起因す
るかもしれない．『幼児理解に基づいた評価』₁）

には，「幼児の生活する姿から，その幼児の心の
世界を推測してみる．推測したことを基に関わっ
てみる．関わりを通して幼児の反応から新しいこ

表２ 「子ども理解の視点」の各カテゴリーの実現度と「子ども対応・理解のストレス」との順位相関 

子ども理解の視点

子ども対応・理解のストレス

ρ p

A 子どもの気持ちや意図を理解する -0.184 0.119

B 保育者側の工夫やスキルアップを行う -0.175 0.138

C 子どもの特性一般を知る -0.193 0.103

D 保護者・職員と協同する -0.139 0.242

E 個別性を尊重する -0.150 0.205

F 発達的視点をもつ -0.232 0.049*

G 他者や集団との関わり方を理解する -0.250 0.033*

H 主体性を尊重する -0.180 0.128

I  行動の背景や理由を探る -0.207 0.078

* p<0.05

表₂　「子ども理解の視点」の各カテゴリーの実現度と「子ども対応・理解のストレス」との順位相関
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とが推測される」とあり，子どもの心を推測する
ことの重要性が繰り返し強調されている．しかし，
子どもの心の推測は，実際には保育者の主観によ
るところが大きく，その推測の妥当性を判断する
指標が存在しない場合が多い．そのため，自身の
子ども理解の在り様に対して不安を感じてしまう
保育者が多く存在している可能性がある．
　客観的指標に基づく子ども理解の方法として，
近年は感覚特性や行動の分析等が提案されてい
る21）- 23）．作業療法士の小松21）は「人の行動には
必ず理由がある」とし，子どもの行動の理由に仮
説的説明を付与することで，どのように子どもに
対応したら良いかの根拠や指針が得られると述べ
ている．また，濱田22）は，「行動特性と認知特性
の関連性」を整理することが重要だと述べており，
「気になる行動」の背景にある子どもの認知特性
を分析することが，適切な支援に繋がると主張し
ている．このように，子どもの行動の背景を読み
取り，より深い次元で子どもを理解する態度は重
要だと考えられる．しかし，保育現場において
は，子どもの発達等についてできる・できないの
チェックに留まり，「不器用」「言葉が遅い」等表
面的な理解になってしまう場合が少なくない．実
際に，本研究で得られた「子ども理解の視点」でも，
「行動の背景や理由を探る」に分類される記述は
最も件数が少なかった．子どもの行動特性を表面
的に理解するだけでなく，なぜそのような行動を
してしまうのか等，背景にある認知特性を理解す
ることが保育者にも必要だと思われる．

「子ども理解の視点」の実現度と保育者のストレ

スとの関連性

　研究₂より，「子ども理解の視点」の実現度が
低いほど，「子ども対応・理解のストレス」が高
いことが示唆された．さらに，₉種のカテゴリー
のうち，「他者や集団との関わり方を理解する」「発
達的視点をもつ」の₂項目の実現度が低いほど，
保育ストレスの得点が高かった．

　保育現場において，他者や集団への関わりの中
でトラブルが生じる場面は多い．しかし，渦中に
ある子どもを個々に理解し，その理解に基づいて
対応することは容易ではない．これは，「集団運
営と個への配慮の両立」に関する難しさであり，
先行研究でも繰り返し指摘されてきたことであ
る11）12）24）．加えて，問題が生じやすい場面であ
るにもかかわらず，具体的な対応手段が少ないこ
とも，保育ストレスが高まることと関連している
だろう．赤田16）は，「気持ちが分からない」「必
要な援助が分からない」という保育者の声を紹介
しており，子ども理解やその後の対応のための具
体的な方法が見つからないことが，保育ストレス
の原因になりやすいと指摘している．
　また，発達的視点をもって子どもを理解するこ
との難しさも，保育ストレスと関連していること
が本研究から示唆された．発達的視点は，子ども
理解の先行研究の中で頻繁に言及されてきた視点
である₂）12）．加えて，上述の通り，保育現場では
発達段階が示されたチェックリストを用いて子ど
もの発達を捉えることが多い．これらの事実に照
らすと，保育者は発達的視点を十分に有している
ように思われる．しかし，チェックリストを通し
て，子どもが今どの発達段階にいるのかを把握す
るこができたとしても，生活年齢に相当する課題
への取り組みに困難が見られた場合に，その理由
を分析・解釈することができるとは限らない．そ
のため，発達的視点を子ども理解やその後の対応
に有効に活用できず，それが保育者の悩みやスト
レスに繋がる可能性が想定される．

保育者・作業療法士の連携・協働の在り方に関す

る提言

　保育ストレスを軽減するための方策の一つは，
子ども理解に関する複数の視点を，実践と結びつ
けながら保育者自身が学び，深めることだと考え
る．実際に，大久保14）は，保育者が作業療法士
と連携することで，保育者の子ども理解が深まり，
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子どもの行動の理由が分かることで，具体的な対
応方法が分かるようになったと報告している．作
業療法士の視点は，保育者には馴染みのないもの
が多いが，多様な側面から子ども理解ができるこ
とで，「困った子ども」ではなく「困っていたの
は子どもの方であった」という気づきに繋がる．
子どもの行動の理由の分析・解釈ができたと感じ
られたときに，子ども理解の実現度が高まり，そ
の結果，保育ストレスが軽減される可能性がある．
　保育者は，保育養成過程や研修を通し，子ども
理解の重要性を繰り返し学ぶ．中でも，子どもの
内面を理解することが最も重要だとされている．
一方で，本研究の結果から示唆されることは，現
場の保育者が「内面理解」だけに留まらない多様
な側面から子ども理解を試みていること，そして，
その中でも保育ストレスに関連する特定のカテゴ
リーが存在することである．よって，保育者が子
ども理解に関する多様な視点を得ることで，スト
レスの軽減・緩和を図ることができるかもしれな
い．従来の「子どもの内面理解」について学ぶこ
とに加えて，子どもの行動の理由を多角的な視点
から理解するための枠組みを学ぶ機会が必要だと
考えられる．作業療法士による，医学的視点や発
達学的視点，さらには子どもが従事する遊び等の
「作業」に関する視点は，保育現場において有益
であり，実践と結びつけやすい．このような視点
を得ることで，子ども理解が深まり，保育ストレ
スの軽減に繋がる可能性がある．
　このように，保育現場に作業療法士が関わるこ
とは，有益だと考えられる．酒井25）は，作業療
法士が地域へ関わるためのモデルとして，「セラ
ピストモデル」「機関同士の連携・協働モデル」「コ
ンサルテーションモデル」「メッセンジャーモデ
ル」「健診参加モデル」の₅つを挙げている．こ
れらの多様なモデルにおいて，作業療法士が効果
的に保育者と連携・協働するためには，作業療法
の視点を一方的に保育者に伝達するのではなく，
保育者がどのような視点で子どもを理解し，さら

に保育者がどのような点でストレスを感じやすい
かを理解した上で，伝える情報と伝え方を柔軟に
選択することが望ましい．

本研究の限界
　本研究の対象者は，「乳幼児期の感覚統合遊び
セミナー」の参加者であり，子ども理解について
一般的な保育者よりも意識が高かった可能性があ
る．本研究の結果が，保育者一般の傾向として解
釈可能かという点については，今後より大規模に
調査を行い検証する必要がある．なお，セミナー
後にデータを収集したことで回答にバイアスが生
じた可能性があるが，セミナーは「感覚統合」に
特化した内容であり「保育者にとっての子ども理
解」そのものを扱ったものではないため，セミナー
の回答への影響は限定的だったと考えられる．
　本研究では，自由記述を対象に，子ども理解を
構成する下位分類を探索・整理した．これをより
一般化するためには，因子分析等の統計解析を行
う必要がある．本研究はそのための第一歩として
位置づけられるため，子ども理解を構成する各カ
テゴリーは暫定的である．
　本研究では，子ども理解を構成する各側面と，
保育ストレスとの関連性を相関分析によって調べ
た．しかし，子ども理解の実現度の低さが保育ス
トレスの高さに繋がるのか，或いは保育ストレス
の高さが子ども理解を困難にしているのか，その
因果関係は明らかでない．今後は，保育者向けの
研修等を通じた介入研究によって，これらの関連
性の因果についても検討を深める予定である．

結　論
　本研究では，保育者がもつ多様な子ども理解の
視点を探索・整理し，子ども理解のどの側面が保
育ストレスと関連するかを調査した．保育者から
得た質問紙の自由記述を分析した結果，子ども理
解の視点として₉種のカテゴリーが見出された
（研究₁）．さらに，各カテゴリーの重要度・実
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現度を尋ね，保育ストレス評定尺度に回答しても
らった結果，どのカテゴリーも重要だが，その主
観的実現度は低い傾向にあり，特に発達的視点
や，他者との関わり方といった視点の実現度の低
さがストレスと関連していた（研究₂）．保育者
がどのような子ども理解の視点をもち，そのうち
のいずれが保育ストレスに関連しているかを理解
することで，作業療法士はより効果的に保育者と
連携・協働することが可能になろう．
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Nursery teachers’ perspectives for understanding children and
the relationship between their achievement and childcare stress
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Abstract
  This exploratory study classified nursery teachers’ perspectives of understanding children, and investigated 
the associations between the subtypes of nursery teachers’ perspectives and mental stress. In Study 1, we 
surveyed 66 nursery teachers and categorized their free descriptive answers regarding their understanding of 
children into nine perspectives. In Study 2, 73 nursery teachers reported the extent to which each perspective 
was important and achieved. They also completed the Nursery Teacher’s Stress Scale. The results indicate 
that nursery teachers’ subjective achievement in understanding children was negatively correlated with 
mental stress. In particular, teachers’ perspectives about children’s development and their social interactions 
were significantly associated with their stress levels. Based on these findings, occupational therapists should 
be encouraged to better understand nursery teachers’ perspectives to ensure more effective interprofessional 
collaboration

Key words : perspectives for understanding children , mental stress , occupational therapists' perspectives


